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学 会 記 事

第 50回 新潟 内分 泌 代 謝 同好 会

日 時 耶和(ミ3咋71)j26H (千)

午後 望曙関会

会 場 新潟厚隼叶令会館

一 般 演 題
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(新潟人'Li･I:第 小甘ト)

Cushi【1g病をよ,ニ)I-ナゾ一一ルの過剰分泌に基く特徴

的な概観 ･体町LE).診断される場合が多い.今回私達は,

即jけ亡低･J)lJ.l′ノ､ltll症に抜くVTに､1二り発托され eRfT

負荷下でJ)卜錐体静脈洞からの採血により再拝体腺腫の

f葎 三を推測しえた Cushing病(I)1例を経験 したCT)で報

告する.ALTr-i,=- +./JL,尿中 け･-i)7････J(3 LT)r副札

二L-+ゾ一一′LCT)11内変動消/i. リジン二･′くゾゾLLl/シン

ナスト陽性,Err)ilj腎シン+~でl両側にと･')こムを認めたため,

Cushing病が疑わItた.内懐 卜,全身いすItLr)場所に

も I･ldtHIOmllL､-しきものは認めと■'かなか1--,た. そこで

CRF f!1荷 卜ぐの~F錐体静脈洞かLL-Lr)静脈採血を行机 ､,

そU)軒7:!ItLti)卜重体腺腫の存在が疑えた.後fi.r--1こlrdl,.

U')手術によr)chromophotxJこIdH10TllこIet,llが認んへ1､､

Itた.

2)治療経過｢恒こ心タンボナ-チ. 古人腿静脈lrEL

枠症 を併発 した難治性 クッシング病 の 1例

金子 兼三 (長岡赤十字病院内科)
室岡 電 (県;T.t･(川川ij;P,Li内科)

tii::例は59才男.昭 62.6頃より大腿部脱JJ.全身浮腫,

[二偶 ,体重減J_踊 li増強するため某院に入院,lfll清 K2.O

mI三q,,:L,食後血糖 505mgJ/Idl.低 alb.血症,両側副腎

腫大像 (C'r)が認めr)Ilたため7.25当院に転入院.皮

膚紙状で点状出血Bf_(++)のほかは ケ･リシング徴候は

軽度で,全身浮腫,F羽立筋萎縮,脱ノJが高度であった.

B,P140/′100.操 170HCS46mg7日,尿 17KS28

mg//EJ.血中 ACTH185.-p290pg/ml,ド87-p124FLg//dl

と高値で.fj内 リズム消失 し,L8-V試験,SU試験

で上昇反応がみられ,下垂体 CT で masslesion(+)

よりクIt/シンダ病と診断 した.第6病日 SU試験中に

発熱,呼吸困難,仙∴l二三低下,シ:トソfJ症状を来し昏睡に

陥･,た.胸部レ線像で心拡大 (C′rR61100').胸水.肺

炎が(77Lド'れ 低 alb.血症増強 (2.4g;:dl)による心の

う液貯溜増大下'--ぐ,肺炎,SLT試験にJころ急激在ドの低

fJ(8.9/捕::dl~)が引き金となり心タンボナ--デ ,シ:い′

JJを来した4､(!)と考えi■凍 る.心の･>)液排液,-J'′し･~fミ

ン製剤,抗′F:.物'Fip,卜りtlLA'1ン(.ド合成阻害剤)なLL:

の治療で症状改善し,昭 62.ll.9H∬dy手術施行した.

術后 IE特約に尻 17OHCS.ド L仁常化 したが.下垂体

照射中に再燃,その際昭 6こi.1.9tJJ人腿静脈血栓症を併

発した.上刃言トリr]スタン縦続段上とI/.尿 17OトⅠ(~'tS

く･上目:_常化し 経過順調であろ.

3ト ク･LJシンダ症候群の 1例
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(新潟人草第 ･外科)
摘＼累 内科医院)

タッシソダ症候群殿1例を経験 したので報告する,症

例は2こ‡蔵男f!t:.i:.昭和62年3jl頃より高血圧.肥満を認約

1∴ 入院時,満Jl様顔軌 II･JL､怜肥満.皮膚線条/:cJ-:LJ)

pg･mlと低帆 lnLIJ.- +ソIIL31.1/略･∴dl.尿中 17-----

(_)ト1CS 16.i,1mg′dこIyLLl高値であ-_,た.十卜けメサゾン

LTl'では畑那守の腫大を認れ I31トJ'卜八十l- ′L左･;lJ腎

シンチグラフィ-では左副腎をこ強い袈磯を認めた.昭和

63年9Jは7H I)OSterior;ll)PrOこ1°h にて lt.Lldrtylille-

ct(-lmy施行 手術L7)際 体位変換時のかこ_i_-.-しのslip-

pingや切除陛周囲LL･r)のIli:HfTl等に注意が必要と,巴わわ

た･裾套経過は概ね順調で,現在二- 十ゾ′し補充埴法施

行中,今後減巌 Lなカ㍉､,経過観察 予定である.

嶺)低血糖発作をこよる意識 障害 を契機 に発見 さ

れ仁 下垂休F鉦葉機能低 再 11:-_齢 l例

間中 政史 や山田 酷 く新潟市民病院)

我々は正常分娩後約二王IrFj後に,低血於発作による意

識障害を契機に汎下垂体機能低下症であることが判明し

た症例を経験 した.症t札 30才,女性.昭和63年5月23

円に,第3子分娩後より全身倦怠 休養減少,乳汁分泌

不全,食欲不振が出現 し,9月Irlより感冒様症状にて

摂食不良となり2日夕刻より意識混濁,発熱のため当院


